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土質推定方法
掘削をしながら地盤強度を自動推定

土木工事において、建設機械の無人化施工ニーズが高まり、災害復旧
時のみならず平時も安全性の確保及び作業効率の向上が求められてい
る。しかし現状の無人化施工は、カメラでの監視に留まっており、有人施工
より作業効率が悪い。無人化施工の作業効率の低下要因として、特に地
盤情報の不足が課題となっている。
一般に、建設機械の走破性を評価する指標であるコーン指数はコーン
貫入試験機で測定されるが、広範囲な土地では場所によって地盤のばら
つきがあるため測定点が多くなる。また、掘削などの土工と独立してコーン
指数測定を行う必要があるため手間がかかる。
本発明は、現場で広く使われている油圧ショベルで掘削した土の破壊形
態とコーン指数の関連性から成した発明である。掘削中の土の破壊形態
を撮影し、破壊形態の特徴量を抽出することにより、地盤の強度を視覚
情報から自動推定することが可能となった。また、視覚情報はバケットに作
用する力覚情報と組み合わせて地盤情報を推定することも可能である。
本発明は掘削を行いながらリアルタイムで地盤強度を推定できるため、無
人化施工における作業効率の大幅な向上が期待される。
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